
新金線の旅客化について 

新金線旅客化担当課 

１ 概要 

新金線旅客化の実現に向けては、新金線旅客化検討委員会（以下「検討委員会」と

いう。）において議論を行うなどにより検討を進めてきた。また、本年１月の検討委

員会報告書等を踏まえ、ＪＲ東日本等の関係機関との協議を進めるとともに、庁内に

設置した新金線旅客化方針検討会（以下「庁内検討会」という。）において旅客化の

実現に向けた方針に係る検討を行っており、今後、旅客化の方向性を整備構想として

取りまとめていくこととし、この度、整備構想骨子（案）を策定した。 

２ 庁内検討会における検討状況 

資料１のとおり 

３ 整備構想骨子（案） 

 資料２のとおり 

庶務報告Ｎｏ.２ 
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庁内検討会における検討状況 

Ⅰ 検討委員会報告書を踏まえた検討ケースの比較 

資料１ 
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Ⅱ 旅客化の方向性に関する議論 

Ⅲ 新金線を活用した新たな交通システム整備構想の策定 

検討委員会における検討結果等を踏まえ、持続可能な公共交通機関としての事業性や早期実

現性を考慮し、今後、以下の考え方に基づき、まちの新たな魅力となる利便性の高い交通ネッ

トワークの構築を目指し、「新金線を活用した新たな交通システム整備構想」として取りまと

めていく。

■検討ケースの比較・考察について

・速達性や定時性といった機能性の観点においては、ケースＡ～E が優位である。

ただし、金町駅付近への接続や国道６号との交差方法など整備上の課題解決には今後も相当

程度の期間が見込まれる。

・事業性の観点においては、ケースＥ・Ｆが優位である。

ケースＡ～Ｄはそれぞれ事業性に課題があり、ケースＡ・Ｂは資金調達方法について、ケース

Ｃ・Ｄは需要の拡大等について、更なる検討が必要である。

・早期実現性の観点においては、ケースＦが優位である。

ただし、所要時間の短縮や定時性確保に向けた更なる検討が必要である。

■検討委員会報告等を踏まえた旅客化の方向性について

・ケースごとに課題や優位点が異なるため、何を優先して進めていくかが重要である。

・期待が大きく、より良いものを求める声がある。様々な制約がある中でどう応えていくかが

重要である。

・多くの区民が待ち望んでいる。区民へ早期に利便性を提供していくことが重要である。

・現時点ではケース F で事業開始を追求し、一方で国道６号との交差など課題解決を図ってい

くことがよいのではないか。

・現時点で目指すケースと将来的に目指すケースと段階的に道筋を作る形がよいのではないか。

・ケース F では運行頻度が高いため待ち時間が短いなどのメリットもあるが、所要時間につい

ては改善に向けた検討を続けていくべきである。

・一般道の走行は特に朝夕のピーク時間帯について検討を深めていく必要がある。

・BRT は鉄道に比べ一概に劣るものとして考えるのではなく、システムをどう構築するかが

重要になる。

・新しい技術やアイディアを取り入れた交通システムにしていく方向性がよいのではないか。

◇複線用地に専用道を整備する新たな交通システムを構築

◇課題解決までの間、北側区間は一般道路を走行する段階的整備について優先的に検討

◇定時性、速達性の確保に向けた専用道の整備、高頻度の運行、シンボル性のある駅施設や

車両、運行管理システムの導入などにより、誰もが快適に利用しやすい新たな交通システ

ムを構築
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■庁内検討会における主な意見

・ＢＲＴをベースとした整備手法とする理由は、事業性と早期実現性である。早期実現は多く

の人の想いであり、明確に打ち出していくべきである。

・早期実現を目指すとともに、全線での専用走行空間や水元方面への延伸など将来の発展性も

踏まえたものにしていくべきである。

・構想骨子から構想にまとめていく中では、新たな交通システムがどのようなものか、具体的

なイメージがわかりやすいようにしたほうがよい。

・スケジュールをおおよそでも見えるようにすることも重要である。
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４ 今後の予定 

令和７年11月頃 庁内検討会の開催（整備構想案について） 

令和７年12月  所管委員会へ報告（整備構想案について） 

整備構想策定 

※ ＪＲ東日本等の関係機関とは適宜協議
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